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災害時の救援活動 立教１８１年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

災
救
通
信
平成３０年

３月１日

第 ４号1

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

今
年
は
全
国
的
に
記
録
的
な
大
雪
の
地
域
も
多
く
北
陸

地
方
で
は
１
千

台
の
車
が
２
日
間
以
上
に
わ
た
っ
て
立

500

ち
往
生
と
な
っ
た
が
、
道
内
で
も
幌
加
内
町
で
は

年
ぶ

48

り
に
積
雪
記
録
を
更
新
し
、
２
月

日
現
在
で
３
㍍

と
㎝

26

24

な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
豪
雪
地
域
で
は
出
動
に
匹
敵
す

る
冬
季
訓
練
が
各
地
で
実
施
さ
れ
た
。

富
良
野
支
部
隊

富
良
野
支
部
隊
（
中
村
孝
典
隊
長
）
で
は
、
２
月
４
日

上
富
良
野
町
で
除
排
雪
作
業
を
実
施
し
た
。
上
富
良
野
分

教
会
に
隊
員
が
集
合
し
礼
拝
。
そ
の
後
、
作
業
説
明
な
ど

の
打
合
せ
を
行
い
点
呼
を
取
っ
た
後
、
車
両
３
台
に
分
か

れ
現
場
へ
移
動
し
た
。
用
意
し
た
軽
ト
ラ
に
は
、
ス
ノ
ー

ダ
ン
プ
や
ス
コ
ッ
プ
、
ハ
ン
マ
ー
、
ロ
ー
プ
な
ど
の
資
材

を
装
備
し
た
。
訓
練
現
場
と
な
っ
た
住
宅
は
、
上
富
良
野

町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
依
頼
さ
れ
た
独
居
老
人
宅
で
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
と
物
置
小
屋
や
車
庫
の
除
雪
作
業
を
行

っ
た
。

参
加
者
の
瀬
戸
靖
崇
・
支
部
隊
員
は

「
災
救
隊
の
活
動

、

１メートルを超す屋根の雪を丁寧に下ろす。

は
、
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
と
な
あ
実

感
出
来
ま
す
し
、
こ
う
し
た
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
今
後
の
支
部
活
動
に
も
生
き
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
訓
練
を
継
続
的
に

続
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し

「
支
部
内
の
教
会
、

、

布
教
所
、
信
者
宅
な
ど
に
も
除
雪
で
困
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
ひ
の
き
し
ん
を
さ
せ
て

も
ら
え
た
ら
い
い
の
で
は
と
思
う
」
と
参
加
の

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

各
地
で
冬
季
訓
練

感
想
を
述
べ
た
。

作
業
後
の
反
省
会
で
は
、
作
業
を
見
守
る
監
督
役
を

設
け
る
こ
と
や
、
交
通
・
歩
行
者
の
誘
導
役
な
ど
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
作
業
前
に
は
個
人
の
持
ち
込
み
資

材
を
確
認
す
べ
き
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、
活
発
な
話
し

合
い
と
な
り
、
次
回
に
向
け
た
有
意
義
な
反
省
会
と
な

っ
た
。

中
村
隊
長
は

「
積
雪
量
も
豪
雪
地
か
ら
比
べ
る
と

、

少
な
か
っ
た
が
、
丁
寧
に
作
業
が
行
わ
れ
、
隊
員
ら
は

ひ
の
き
し
ん
を
し
た
充
実
感
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
し

た
」
と
今
回
の
様
子
を
伝
え
て
く
れ
た
。

、

。

参
加
隊
員
８
名

生
活
掛
婦
人
会
１
名

合
計
９
名

一
般
住
宅
２
軒
の
除
排
雪
。

ハシゴも補助を付けて安全に。
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し
た
。
今
回
が
初
め
て
の
参
加
で
す
が
、
チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば
今
後
も
訓
練
な
ど
参
加
し
た
い
」
と
熱
く
語
っ

て
く
れ
た
。

小
樽
支
部
と
し
て
の
冬
季
訓
練
は

年
以
上
継
続
し

10

。

、

て
実
施
し
て
い
る

こ
の
間
に
は
神
戸
に
住
む
教
友
が

「

」

阪
神
淡
路
大
震
災
の
救
援
活
動
の
お
礼
と
な
っ
た
ら

と
の
思
い
で
冬
季
訓
練
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。
救
援
の
輪
、
ひ
の
き
し
ん
の
輪
が
次
の

力
に
な
る
と
感
じ
た
。参

加
隊
員
１
０
名
（
の
べ
）

午
前
１
軒
、
午
後
２
軒
の
除
排
雪
を
実
施
。

小
樽
支
部
隊

小
樽
支
部
隊
（
久
米
田
忠
彦
隊
長
）
で
も
２
月

日
19

小
樽
市
内
で
冬
季
訓
練
を
実
施
し
た
。
例
年
と
同
様
に

小
樽
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
依
頼
さ
れ
た
独
居
老
人

宅
の
除
排
雪
作
業
を
行
っ
た
。

時
、
小
樽
天
理
教
館

12

に
集
合
し
、
諸
説
明
の
後
ワ
ゴ
ン
車
２
台
に
分
乗
し
て

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
ス
コ
ッ
プ
等
を
積
み
込
み
、
市
内
の

奥
沢
地
区
の
住
宅
へ
と
移
動
し
た
。
こ
の
日
、
支
部
内

で
葬
儀
が
行
わ
れ
た
た
め
、
当
初
の
訓
練
時
間
を
変
更

し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。
奥
沢
地
区
で
は
、
屋
根
ま
で

つ
な
が
っ
た
軒
下
を
掘
り
進
み
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
運

ぶ
、
そ
う
し
た
作
業
を
く
り
返
し
て
、
よ
う
や
く
軒
下

か
ら
窓
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
住
宅
に
住
む

歳
の
ご
婦
人
さ
ん
は

「
こ

、

90

う
し
て
除
雪
し
て
頂
け
て
本
当
に
、
あ
り
が
た
い

で
す
よ
。
窓
か
ら
光
が
入
る
と
明
る
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
ま
た
、

葬
儀
に
関
わ
る
隊
員
が
い
た
た
め
、
告
別
式
前
に

松
ヶ
枝
地
区
で
久
米
田
隊
長
と
隊
員
の
４
名
が
独

居
老
人
宅
１
軒
の
除
排
雪
を
行
っ
て
い
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
中
村
重
敏
・
北
誠
分
教
会
長

は

「
除
雪
訓
練
を
通
し
て
、
住
ん
で
い
る
方
に
喜

、
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
は
、
こ
ち
ら
も
勇
ま

せ
て
も
ら
え
て
、
あ
り
が
た
い
」
と
述
べ
、
更
に

福
森
分
教
会
よ
う
ぼ
く
丸
山
博
資
隊
員
は

「
災
救

、

隊
の
活
動
は
、
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
な
と
感
じ
ま

小樽天理教館神殿にて記録写真を。

作業の様子を見守るご婦人。

半分以上埋まった窓をスノーダンプで排雪。
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役割を分担し手際よく運び出しを行う。

次
に
、
雨
竜
町
に
あ
る
支
部
内
教
会
へ
移
動
し
、
屋
根

の
雪
下
ろ
し
と
軒
下
の
除
雪
を
行
っ
た
。
更
に
深
川
市

の
住
宅
１
軒
で
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
に
加
え
、
除
雪
機

と
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
、
２
ト
ン
ダ
ン
プ
を
使
用
し
て
大

が
か
り
な
除
排
雪
作
業
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
作
業

を
実
施
し
て
、
１
日
目
予
定
の
作
業
を
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
宿
営
地
の
雨
龍
大
教
会
へ
と
戻
り
入
浴
を

済
ま
せ
た
。
夕
食
は
婦
人
会
の
方
々
が
真
心
込
め
て
用

意
下
さ
っ
た
の
で
、
支
部
隊
の
親
睦
も
大
い
に
深
ま
っ

た
。

２
日
目
は
、
深
川
市
で
教
会
付
属
建
物
と
住
宅
１
軒

の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
行
い
、
前
日
同
様
、
除
雪
機
や

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
を
使
用
し
て
の
作
業
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
沼
田
町
に
移
動
し
て
、
支
部
内
教
会
の
倉
庫
の

屋
根
雪
下
ろ
し
を
し
て
今
回
の
作
業
を
終
え
、
解
隊
し

た
。支

部
隊
で
は
、
夏
と
冬
に
訓
練
を
実
施
。
夏
は
留
萌

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
萌
寿
園
で
の
草
刈
り
、

冬
は
社
協
よ
り
紹
介
さ
れ
た
現
場
と
、
支
部
内
教
会
の

要
請
に
応
え
除
雪
し
て
い
る
。

災
害
は
い
つ
何
時
に
起
こ
り
う
る
か
分
か
ら
な
い
の

、

、

で

常
々
よ
り
隊
員
や
婦
人
会
と
も
連
携
を
取
り
つ
つ

有
事
の
際
に
は
即
時
対
応
で
き
る
よ
う
訓
練
に
努
め
て

い
る
。

参
加
隊
員
の
べ

名
、
婦
人
会
６
名
。

17

、

、

。

住
宅
４
軒

教
会
１
軒

倉
庫
１
棟
の
除
排
雪
を
実
施

天
龍
支
部
隊

天
龍
支
部
隊
（
田
中
直
人
隊
長
）
で
も
２
月
19

日
、

日
の
両
日
、
深
川
市
、
雨
竜
町
、
沼
田
町

20

に
て
冬
季
訓
練
を
実
施
し
た
。

日
９
時
に
雨
龍

19

大
教
会
に
て
結
隊
式
を
行
っ
た
。
結
隊
式
で
は
松

下
敏
孝
支
部
長
よ
り
挨
拶
を
頂
き
、
支
部
ス
タ
ッ

フ
が
作
業
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
他
支
部
隊

同
様
に
軽
ト
ラ
に
ス
コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な

ど
を
積
み
込
ん
で
現
場
へ
向
か
っ
た
。

最
初
は
深
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
紹
介
さ

れ
た
独
居
老
人
宅
の
軒
下
除
排
雪
を
実
施
し
た
。

完全に埋もれやり甲斐がある。隊員が頼りだ。

窓の周りの雪をかき出しスノーダンプで運ぶ。
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教
区
隊
長
会
議

報
告

２
月

日
、
本
部
教
庁
地
下
会
議
室
に
お
い
て
、

25

立
教

年
度
下
半
期
教
区
隊
長
会
議
が
行
わ
れ
た
。

180

冒
頭
、
田
中
勇
文
本
部
長
よ
り
、
次
年
度
の
活
動
方

針
が
発
表
さ
れ
た
。
特
に
お
や
さ
と
へ
の
伏
せ
込
み

が
、
活
動
の
基
盤
と
な
る
と
前
置
き
し
、
北
海
道
教

区
で
も
既
に
各
地
で
行
っ
て
い
る
が
、
有
事
に
備
え

て
、
行
政
や
関
係
団
体
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
、
連

携
や
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
続
い
て
岸
本
祥
治
副
本
部
長
か

ら
活
動
報
告
と
次
年
度
の
行
事
予
定
が
伝
え
ら
れ

た
。
更
に
下
半
期
の
出
動
報
告
と
し
て
、
昨
年
発
生

し
た
台
風

号
・

号
豪
雨
被
害
に
つ
い
て
の
報
告

21

22

が
岡
本
善
弘
奈
良
教
区
隊
長
か
ら
あ
っ
た
。

月

日
か
ら

日
ま
で
天
理
市
か
ら
の
出
動
要

11

11

13

請
に
応
え
、
天
理
市
杣
之
内
町
、
内
馬
場
町
、
福
住

町
の
民
家
７
軒
で
、
土
砂
や
雑
木
の
除
去
や
石
畳
積

み
を

人
体
制
の
べ

人
が
作
業
に
あ
た
っ
た
。
岡

30

58

本
教
区
隊
長
は
旭
大
教
会
長
で
も
あ
る
が
、
一
番
被

害
の
大
き
か
っ
た
住
宅
が
ま
さ
か
の
信
者
宅
と
わ
か

り
、
解
隊
式
で
は
そ
う
し
た
被
災
者
側
の
気
持
ち
が

込
み
上
げ
、
災
救
隊
の
有
り
難
さ
を
感
じ
て
涙
が
出

た
と
話
し
た
。
会
議
は
庶
務
連
絡
を
持
っ
て
終
了
し

た
。
次
回
会
議
は
８
月
を
予
定
。

立教１８１年 平時訓練

６月２９日～７月１日 於：洞爺湖町

立教１８１年活動方針

一手一つの活動を通した地域ひのきしんの推進と隊の充実
災害の無いご守護をいただくことが出来るよう、常に地域でのひのきしん活動の中核となってつとめ

るなかに、いざという時の出動に備えて隊の充実を図る。

１、活動の基盤となるぢばへの伏せ込み

白川山林整備など、おぢばの御用に繋がる活動を積極的に行う

２、次代を担う隊員の育成と増員を図る

スタッフの充実につとめ、必要に応じて体制の見直しも検討する

有事の際に対応できる出動人員を、普段から整えておく

新しい隊員が活動に参加出来る体制を作る

３、実動を見据えた訓練の充実と行政との連携を図る

教区訓練の内容を見直し、実動に備える

訓練を通して普段から行政や社会福祉協議会との信頼関係を作り、

そのために訓練におけるセレモニーの徹底充実も図る

出動時のボランティアセンターとの協同も視野に入れた関係を作る

これまでの災救通信は、北海道教区ホームページ災救隊よりカラーで閲覧出来ます。

今号は３月７日頃よりカラーでアップされます。


